
地域の自然や文化、観光を含む産業等の教育資源を活用した体験活動 

 

 

 

 

 
１ 活動の概要 

  本校では、地域を愛する子どもを育てる「野付学」として野付漁業協同組合・野付ネイチ

ャーセンター・野付小学校 PTA の協力を得て、地元の特産物であるホタテやあさりに実際

に触れたり、野付半島などの自然や歴史について学んだりするなどの学習活動に取り組んで

います。 

 

２ 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ Ｎａｖｉポイント 

 

 

 

 

 

 

４ ＵＲＬ 

  別海町立野付小学校：http://b-school.jp/blog/pnotuke/ 

別海町立野付小学校 

○ 学年の実態や教科等の目標を踏まえ、系統的・計画的な指導を進めることが大切

です。 

○ 漁協やネイチャーセンターなど、関係機関等と連携するなどして、普段子どもが

気付かない地域の自然のよさに気付き、地域を愛する心を育むことが大切です。 

６年生は、総合的な学習の時間の単元「野付から

世界へ発信！」で、野付を紹介するプレゼンテー

ション用のビデオの作成に取り組みました。 

２年生は、生活科において、別海町で身近

な動物である「牛」について別海町女性農

業士さんたちからお話を聞きました。 

 

野付半島の豊かな自然を実際に肌で感じ、学ぶこ

とをねらいとして、全校で「野付半島の自然を体

感しようツアー」を実施しました。 

 

３年生は、野付漁業協同組合の協力を得て、

実際にあさりに触れながら、あさりについて

の学習を行いました。 


